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研究成果の概要（和文）：新潟県全域の産科医療機関に協力して頂き、約5500名の妊産婦を対象に、妊娠期から
産後早期にかけての不安や抑うつ、児とのボンティングに関するデータを収集した。同時に、妊産婦の発達特性
やパートナーとの関係性、両親から受けた養育体験についてのデータ、および分娩歴や出産方法、児への栄養方
法などの産科学的データも収集した。
得られたデータを様々な角度から多変量解析を行い、妊娠期から産後早期にかけての児とのボンティングに、こ
れらの精神医学的および産科学的因子がどのように影響しているのかを明らかにし複数の論文で報告した。本研
究で得られた知見をもとに、周産期のメンタルヘルス向上のための介入方法を構築していく。

研究成果の概要（英文）：We collaborated with obstetric medical institutions across Niigata 
Prefecture to collect data from approximately 5,500 pregnant and postpartum women. The data 
collected included information on anxiety, depression, and bonding with their infants from the 
pregnancy period to the early postpartum period. Additionally, we gathered data on the autistic 
traits of the pregnant women, their relationships with their partners, their perceived parenting 
practices before adolescence, as well as obstetric data such as parity, delivery methods, and infant
 nutrition methods.
Using multivariate analysis from various perspectives, we examined how these psychiatric and 
obstetric factors influenced bonding with the infant from pregnancy to the early postpartum period. 
The findings were reported in multiple papers. Based on the insights gained from this study, we aim 
to develop intervention methods to improve mental health during the perinatal period.

研究分野：精神医学

キーワード： 周産期メンタルヘルス　ボンティング　不安　うつ　発達特性　被養育体験
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
妊娠期から産後にかけて（周産期）の女性において、赤ちゃんとの情緒的結びつき（ボンティング）に問題があ
ると虐待のリスクが高まると考えられている。本研究では、周産期の女性の発達特性や両親から受けた養育体
験、パートナーとの関係性、分娩歴、児への栄養方法などが、周産期の不安や抑うつ、ボンティングにどのよう
に影響するのかを明らかにした。さらに、不安や抑うつが、ボンティングにどのように影響するのかも明らかに
した。これらの知見をもとに、周産期の女性のメンタルヘルスを向上させる介入方法を構築することができると
考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
国立成育医療研究センターなどのチームが 2018年 9月に発表した調査結果によると、2015
年～2016 年の 2 年間に全国で 102 人の女性が妊娠中から産後にかけて自殺していた。一方、
児童虐待に関しては、厚生労働省が発表している児童虐待相談件数は年々増加しており、平成
29年度は 13万件を超え過去最多を記録した。以上より、妊産婦の自殺や、母親による児童虐
待、虐待による子どもの死亡を防ぐためにも、抑うつ・不安や周産期関連精神疾患の出現リス
クがある、かつ、愛着形成に最も重要である周産期におけるメンタルヘルスケアを充実させる
ことが急務であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、周産期の母親の不安や抑うつや児への愛着（ボンディング）、およびそれら
に影響を与える得る精神医学的・産科学的因子に関するデータを大規模に収集し、それぞれの
因果関係を同定することである。 
 
３．研究の方法 
妊娠 12～15 週、30～34 週、産後 1 ヵ月の 3 ポイントにおいて、対象者の被養育体験につい
ては Parental Bonding Instrument （PBI）、精神状態については Hospital Anxiety and 
Depression scale （HADS）、愛着傾向の指標として Mother-Infant-Bonding-Scale （MIBS）、
Relationship Questionnaire （RQ）、発達特性の指標として Autism-Spectrum Quotient （AQ）
などの自己記入式質問紙に回答してもらう。ただし、PBI、RQ、AQ は初回の 1 回のみ回答して
もらう。 
 妊娠分娩歴、妊娠方法、多胎妊娠、分娩週数、妊娠期の母体と胎児の合併症、分娩様式、産
科的入院治療、母体搬送、新生児への蘇生処置、胎児奇形・染色体異常、新生児合併症、新生
児の入院治療、母体の既往・合併症（身体疾患、産後合併症、精神疾患）、新生児の栄養などの
臨床データを収集する。 
 上記で収集したデータを用いて、児への愛着（ボンディング）、不安・抑うつ、その他の精神
医学的・産科学的因子それぞれの間の因果関係を共分散構造分析によって明らかにする。 
 
４．研究成果 
研究①「周産期女性における HADS の因子構造と測定不変性」1) 
HADS を周産期女性に使用することの妥当性の検討を行った。T1～T3 の 3 時点で HADS に回答
した 936 人を対象とした。ランダムに 2グループに分け、グループ１で探索的因子分析を、グ
ループ 2で確認的因子分析および測定不変性を検討した。 
探索的因子分析により、T1～T3 の 3 時点全てで、第一因子（項目：1, 3, 5, 8, 9, 11, 13）
として「不安」、第二因子（項目：2, 4, 6, 7, 10, 12, 14）として「抑うつ」が同定された。
確認的因子分析では、T1～T3 の 3 時点全てで、この 2因子構造は比較的良好な適合度を示した
（ comparative fit index (CFI) ≥ 0.935, root mean square error of approximation 
(RMSEA) ≤ 0.051）。T1～T3 のポイント間では弱測定不変性が認められた（Configural 
invariance; CFI = 0.952, Metric invariance; CFI = 0.943, ΔCFI ≤ 0.01）。 
周産期女性を対象に不安や抑うつをスクリーニングする目的で HADS を使用することの妥当
性が示された。 
 
研究②「産後女性における分娩歴、不安・抑うつ、ボンディングとの関係」2) 
 産後女性における不安・抑うつおよび出産歴と、母から児へのボンディングとの関連を検討
した。T3 の 2379 人（初産婦 1116 人、経産婦 1263 人）の HADS と MIBS のデータを使用した。 
 検討の結果、MIBS 得点は初産婦が経産婦に比し有意に高かった(2.89 ± 2.68 vs 1.60 ± 
2.11; p < 0.0001)。HADS 不安得点は初産婦が経産婦に比し有意に高かった(6.55 ± 4.06 vs 
4.63 ± 3.41; p < 0.0001)。HADS 抑うつ得点も初産婦が経産婦に比し有意に高かった(6.56 ± 
3.43 vs 5.98 ± 3.20; p < 0.0001)。ステップワイズ法を用いた重回帰分析により、HADS 抑
うつ得点（標準化回帰係数[SRC]=0.454）、HADS 不安得点（SRC =0.359）、出産歴（SRC = -0.252）
が MIBS 得点と有意に関連していた。 
 ボンディングが悪くなるリスクが高い初産婦において、抑うつと不安の両方の症状により注
意を払う必要があると考えられる。 
 
研究③「産後女性における母乳栄養の方法とメンタルヘルスとの関係」3) 
母乳栄養方法（完全母乳栄養、混合栄養）が産後の女性のメンタルヘルスに与える影響、お
よび、メンタルヘルスが母乳栄養方法に与える影響をそれぞれ検討した。2020 名の T3 の HADS、
MIBS および母乳栄養方法のデータを使用した。出産経験、HADS サブスケール（不安、抑うつ）、
MIBS のサブスケール（愛情の欠如、怒りと拒絶）、母乳栄養方法（完全母乳栄養、混合栄養）



などの要因を用いて共分散構造分析を行った。 
図 1は共分散構造分析の結果である。母乳栄養方法は、産後 1ヶ月の女性の不安や抑うつ、子
供との間のボンディングへは有意な影響を与えていなかった。不安の高い女性は混合影響にな
りやすい傾向が認められた。 
完全母乳栄養でないことが、子供への愛着形成を含む産後女性のメンタルヘルスに悪い影響
を及ぼすと考える人は少なくないが、本研究結果を示すことで、そのように心配している女性
へ安心を与えられる可能性がある。不安の高さと完全母乳栄養の中断との関連を示した先行研
究が複数あるが、今後、オキシトシンなどの生物学的因子を考慮したさらなる研究が必要であ
る。 

 
図 1．分娩歴、母乳栄養方法、不安、抑うつ、ボンティングなどの因子間の因果関係 3) 
 
研究④「思春期以前の被養育体験と周産期のボンディングとの関係」4) 
思春期以前に両親から受けた養育体験が、周産期における母子間のボンディングにどのよう
な影響を与えるかを、抑うつ、不安、分娩歴などの要因を考慮して同定することを目的とした。
T1～T3 の 3 時点で、HADS、MIBS に回答した 1301 名を対象とした。出産経験、PBI サブスケー
ル(父親の養護、父親の過保護、母親の養護、母親の過保護)、HADS、MIBS などの要因を用いて
共分散構造分析を行った。 
図 2は共分散構造分析の結果である。父親または母親からの低養護の養育体験は、妊娠初期
のより高い HADS および MIBS 得点を予測した。さらに、母親からの低養護の養育体験は、産後
のより高い HADS 得点と、妊娠後期のより高い MIBS 得点を予測した。父親または母親からの過
保護な養育体験は、妊娠期間中のより高い HADS 得点を予測した。さらに、母親からの過保護な
養育体験は、妊娠後期のより高い MIBS 得点を予測した。 
思春期以前のネガティブな被養育体験が、周産期における母子間のボンディングに(不安や抑
うつを介して)間接的および直接的な影響を与えることを示唆された。 

 
図 2．父親のケア、父親の過保護、母親のケア、母親の過保護、HADS（T1～T3）、MIBS（T1～T3）
などの因子間の因果関係 4) 
 
研究⑤「MIBS を用いた周産期ボンディング障害の同定とそのカットオフ値」5) 



 ボンディングとは親が児に抱く情緒的絆のことであり、その障害は児への愛情不足や嫌悪的
感情を特徴とする。ボンディング障害は周産期うつ病や児への虐待との関連が指摘されており、
ボンディング障害を有する妊産婦への早期介入はきわめて重要である。MIBS の周産期における
最適なカットオフ値を推定することを目的とした。対象は研究④と同じである。 
 T1～T3 の 3 時点での MIBS のサブスケール（愛情の欠如、怒りと拒絶）に基づいた Two-Step
クラスター分析により、2つのクラスターが得られた。MIBS 得点は、いずれの時点でもクラス
ター2 の方がクラスター1 よりも有意に高かった。また Receiver Operating Characteristic
分析を行ったところ、MIBS 得点のカットオフ値は、T1 が 3/4、T2 が 3/4、T3 が 2/3 であった。
Area Under the Curve は、T1 が 0.849、T2 が 0.862、T3 が 0.810 であった。 
 MIBS は産後だけでなく妊娠中のボンディング障害のスクリーニングツールとして有用であ
ることが示唆された。 
 
研究⑥「妊産婦における PBI の因子構造」6) 
 PBI の妊産婦における因子構造を明らかにすることを目的とした。さらに、初産婦と経産婦
のグループ間、および父親用と母親用のスケール間で、測定不変性がどの程度保たれているか
を明らかにすることも目的とした。T1～T3のいずれかの時点で、PBIに回答し欠損値がない4633
名をランダムに２群に分けて、探索的因子分析（n = 2303）と確認的因子分析（n = 2330）を
行った。同定された因子構造について、初産婦と経産婦のグループ間、および父親用と母親用
のスケール間で、測定不変性を解析した。 
 探索的因子分析により、父親用と母親用ともに、第一因子（項目：1, 2, 4, 5, 6, 11, 12, 16, 
17, 18, 24）として「Care」、第二因子（項目：8, 9, 10, 13, 19, 20）として「Interference」、
第三因子（項目：3, 15, 21, 22, 25）として「Autonomy」が同定された。確認的因子分析では、
父親用および母親用で比較的良好な適合度を示した（CFI ≧ 0.90, RMSEA  ≦ 0.10）。初産婦
と経産婦のグループ間では完全な測定不変性（Configural invariance; CFI = 0.90,  Metric 
invariance; CFI = 0.943, Scalar invariance; CFI = 0.898, Residual invariance; CFI = 0.888, 
ΔCFI ≤ 0.01）、父親用と母親用のスケール間では弱測定不変性（Configural invariance; CFI 
= 0.902, Metric invariance; CFI = 0.893, ΔCFI ≤ 0.01）が認められた。 
 周産期女性を対象として同定されたこの 3因子構造は、測定不変性も確認できたため、思春
期以前の両親から受けた養育体験が、周産期のメンタルヘルスにどのように影響するかを検討
する今後の研究に用いることが出来ると考えられる。 
 
研究⑦「産後女性における発達特性、不安・抑うつ、ボンディングとの関係」7) 
 産後女性における発達特性、不安・抑うつおよび母から児へのボンディングとの関連を検討
した。T3 の 2692 人（初産婦 1263 人、経産婦 1429 人）の AQ、HADS、MIBS のデータを使用した。 
 図 3 は共分散構造分析の結果である。AQ サブスケールの社会的スキル、注意の切り替え、コ
ミュニケーション、想像力の高い得点は、産後の抑うつの高さと関連していた。社会的スキル、
注意の切り替え、細部への注目、コミュニケーションの高い得点は、産後の不安の高さと関連
していた。社会的スキルと想像力の高い得点は、産後のボンティングの悪さと関連していた。
一方、細部への注目の高い得点は、産後の良好なボンティングと関連していた。 
 発達特性は、産後の抑うつと不安にはある程度の影響を与えるものの、ボンティングへの影
響はかなり少ないということが示唆された。 

 
図 3．社会的スキル、注意の切り替え、細部への注目、コミュニケーション、想像力、分娩歴、
不安、抑うつ、ボンティングなどの因子間の因果関係 7) 



 
研究⑧「思春期以前の被養育体験と周産期におけるパートナーとの関係性」8) 
 思春期以前の被養育体験と周産期におけるパートナーとの関係性との関連について検討した。
4586 人（初産婦 2208 人、経産婦 2378 人）の PBI と RQ のデータを使用した。 
 RQ の 4 つのカテゴリー（安定型、恐れ型、とらわれ型、拒絶型）を使ったモデル 1、RQ の 2
つのカテゴリー（自己観得点、他者観得点）を使ったモデル 2、RQ の 1 つのカテゴリーを使っ
たモデル 3、それぞれを使って共分散構造分析を行い、モデル 1 と 2 が良好な適合度を示した
(CFI ≥ 0.95 and RMSEA ≤ 0.08)。 
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